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エコマークは公益財団法人日本環境協会が自主的に運営

している事業です。エコマークの活動予算は、すべて認定

企業の皆様からのエ コマーク使用料ならびに商品認定申

込者の皆様からの商品認定審査料でまかなわれています。

「エ コマークニュース」 では、 「エ コマーク事業実施要領」

に基づき、エコマーク事業に関する情報を提供しています。
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●「エコマークアワード ２０１４」 表彰式

２０１５年３月５日、 「エコマーク アワード ２０１４」 の表彰式を行いま し た。 今回が５回目と な るエコマーク アワー ド

には、 下記の５団体および１商品が選ばれま し た。 受賞団体の皆様、 おめで と う ございま し た。 各賞の受賞理由は、

エコマーク事務局ウ ェブサイ ト （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ａｗａｒｄ/2014/） をご参照 く ださい。

特 別 報 告

金賞 　 シチズン時計株式会社
時計で初めてエコマーク取得！

シチズン  エコ ・ ド ラ イ ブ と その普及に

むけた展開

銀賞 　 株式会社伊藤園
茶殻 リ サイ クルシステム

～茶殻を身近な畳に リ サイ クル～

銀賞 　 株式会社初田製作所
これまでも、 これか らの消火器も、 エコ

フ レ ン ド リ ー ～世界初 次世代型樹脂

製消火器CALMIE とエコマークの普及～

銅賞 　 株式会社ヨ コ タ東北
エコ マーク の容器を通し てでき る環境 ・

福祉 ・ 教育

特別賞 　 中野区
エコマーク を集めてエコ ポ イ ン ト が も ら

え る 「なかのエコ ポ イ ン ト （環境商品コ

ース）」 について

プロダク ト ・ オブ ・ ザ ・ イヤー

株式会社ホテルオーク ラ東京ベイ

［エコマーク認定番号 ： １３ ５０３ ００１］

　 　

「エコマークアワード ２０１４」 講評――選考委員長 西尾チヅル氏 （筑波大学大学院教授）

　 今年で5年目を迎えたエコマーク アワー ド ですが、 毎年応募団体によ る取

り 組みが進化し てお り 、 選考も大変苦慮いた し ま し た。 今回受賞された団

体の取 り 組みは、 いずれ も 単にエ コ を訴え る だけでな く 、 優れた技術や

サービ スに裏打ち された も のです。 消費者に気づき を与え、 知ら ない う ち

に商品や仕組みを通じ てエ コ な循環に消費者を巻き込む と い う 点で、 いず

れの取 り 組みも非常に優れています。 環境配慮型の ラ イ フ ス タ イルは、 一

つの組織によ る “点” の取 り 組みはも ちろん重要ですが、 それが空間や面と

し て展開し ている こ と が重要です。 受賞団体の取 り 組みは、 消費者 と の協

働、 他の メ ーカーや業界団体と の協業、 福祉や社会、 自治体 と の連携など、 いずれも “面” と し て も優れ

た取 り 組みであ り ま し た。 環境配慮型社会に向けて協働体制を さ ら に構築し ていければと思います。
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● ２０１４ 年度 「エコマーク フ ォーラム」

「エコマーク アワード ２０１４」 表彰式後、 消費者、 事業者等のステーク ホルダーが集 う コ ミ ュニケーシ ョ ンの場 と

し て、 「エコマーク フ ォーラ ム」 を開催し ま し た。 本イベン ト では、 「エコマーク アワード ２０１４」 受賞団体によ る受

賞事例の紹介と、 事業者 （企業）、 自治体と消費者の三者の協働によ る環境配慮型社会の形成をテーマにし たパネル

デ ィ スカ ッ シ ョ ンを行いま し た。

■受賞団体による受賞事例の紹介

「エコマーク ア ワー ド ２０１４」 の各受賞団体よ り 、 受賞理由 と なった取

り 組みについて発表が行われま し た。

■事業者、自治体、消費者によるパネルデ ィ スカ ッ シ ョ ン

「マルチステークホルダーの協働で作る環境配慮型社会 －エコマークの役割と課題－」

　 今回の 「エコマーク アワード ２０１４」 では、 企業 （ メ ーカー、 ホテル） と自治体と い う 、 幅広い分野の団体が受賞

されま し た。 そ こで、 今年度アワード を受賞された各団体と昨年度の金賞受賞企業、 そ し て消費者 ・ ＮＰＯ を交え、

企業、 行政、 消費者が一体と なって環境配慮型社会を形成するために、 それぞれの役割を認識し、 今後どのよ う に

連携 ・ 協働を進めるかについて議論を進めま し た。

　 はじめに、 コーデ ィ ネータの西尾氏からパネルデ ィ スカ ッ シ ョ ンの主旨が説明され、 調査研究に基づきエコマー

ク商品に対する消費者の反応について紹介いただき ま し た。 続いて、 昨年 「エコマーク アワード ２０１３」 で金賞を受

賞された コ ンビ株式会社よ り 、 受賞後のエコマーク商品普及活動事例が発表された後、 パネ リ ス ト によ り 消費者 と

のコ ミ ュニケーシ ョ ンやエコマーク の活用事例をめぐ るデ ィ スカ ッ シ ョ ンが行われま し た。

　 企業価値の向上やオ リ ジナ リ テ ィ の面でエコマーク を活用する と い う 声や、 商品の特性上マーク は付けに く い、

と い う 率直な意見も聞かれま し た。 消費者から

は、 エコマーク を見ただけでは何がエコなのか

わから ない部分があ り 、 コ ミ ュ ニケーシ ョ ンの

強化によ る信頼性の向上が重要で、 それによ り

エコだけでな く 安心や安全につなが り 、 商品購

入の動機と な る、 と い う 意見が聞かれま し た。

　 企業から の発信によ り 社会を リ ー ド し、 自治

体がそれを支え、 消費者が活用する、 と い う 三

者のつなが り が今後大いに期待でき るパネルデ

ィ スカ ッ シ ョ ン と な り ま し た。

◆受賞団体によ るプレゼンテーシ ョ ン資料は、

エコマーク事務局ウ ェブサイ ト にてご覧いた

だけます。 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ ｉｎｆｏ/

ｆｏｒｕｍ/2014.ｈｔｍｌ）

■エコマーク ２０１４ 年度年次活動報告

　 プロ グ ラ ムの 後には、 エコマーク事務局長 宇野治よ り ２０１４ 年度の活動報告を行いま し た。

パネルディ スカ ッシ ョ ンの様子

「エ コ マークアワー ド ２０１４」 受賞事例

発表の様子 （シチズン時計株式会社）
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認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいたし ます。

◆認定基準は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１１２ 文具 ・ 事務用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０１５ 年 ６ 月 １ 日 ２０２２ 年 ５ 月 ３１ 日

５０４
プラ スチッ ク製容器包装の リ サイ クルによ る アンモニア製造

プロセス Ｖｅｒｓｉｏｎ１
２０１５ 年 ６ 月 １ 日 ２０２２ 年 ５ 月 ３１ 日

■ Ｎｏ.１１２ 「文具 ・ 事務用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ２」 （見直し）

　 新の市場動向および環境規制など を踏まえ、 再生

材料使用以外の新たな評価項目の検討など を行い、 既

存の認定基準を見直し Ｖｅｒｓｉｏｎ２ と して制定し ま した。

■ Ｎｏ.５０４ 「プ ラスチ ッ ク製容器包装のリサイ クルによるアンモニア製造プロセス Ｖｅｒｓｉｏｎ１」

　 容器包装 リ サイ クル法によ るプラ スチッ ク製容器包

装廃棄物の再商品化手法の う ち、 効率よ く 処理し、 再

び資源に変え る こ と ができ る ケ ミ カル リ サイ クル手法

（ガ ス化）※ を取 り 上げま し た。 主 と し て事業者間で

取引される工業製品ですが、 一般消費者が分別 ・ 排出

し た廃棄物を原料 と し てお り 、 こ の資源循環の取 り 組

みについてエコマーク を活用し て社会に発信する こ と

で、 一般消費者の分別意義への理解を深める こ と を目

的と し ま した。

※ガス化 ： 水素および一酸化炭素を主成分 と する ガス を

得る ための施設において、 異物の除去、 破砕、 熱分解、

改質、 精製その他の処理を し、 水素および一酸化炭素

を主成分 と する ガス を得る こ と に よ り 再商品化が さ れ

る。 当該ガスは、 化学工業等において原材料ま たは燃

料 と し て利用される。

認定基準の改定

　 以下の認定基準の部分的な改定を行いま し たので、 お知らせいた し ます。 （Ｖｅｒｓｉｏｎ の Ｎｏ.は改定前のもの）

◆改定点の詳細については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 改定日 改定のポイ ン ト

１１８ プラ スチッ ク製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.６

２０１５ 年 ４ 月 １ 日

材質表示に関する規定の変更

１１９
パーソナルコ ンピ ュータ

Ｖｅｒｓｉｏｎ２.９
省エネルギー設計基準のグ リ ーン購入法と の整合

１１４ 紙製の包装用材 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.９

２０１５ 年 ６ 月 １ 日

Ｎｏ.１１２ 「文具・事務用品Ｖｅｒｓｉｏｎ２」 認定基準制定に

伴 う 適用範囲の変更
１１８ プラ スチッ ク製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.７

１２８ 日用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１６

１４０
詰め替え容器 ・ 省資源型の容器

Ｖｅｒｓｉｏｎ１.７

食品容器に使用する再生材料の食品衛生上の安全性

確保に関する基準の追加

１４７ 損害保険 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.２ エコ安全ド ラ イブの定義の変更など

１５２ テレ ビ Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０ ２０１５ 年 ７ 月 １ 日 省エネルギー基準のグ リ ーン購入法 と の整合



５

エコマークニュース No.95

認定基準案の公表およびパブリ ッ ク コ メ ン トの受付

　 以下の認定基準の公表およびパブ リ ッ ク コ メ ン ト の受付について、 お知らせいた し ます。

◆認定基準案、 パブ リ ッ ク コ メ ン ト の受付については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ/ｐｕｂｌｉｃ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 公表期間

１０３ 衣服 Ｖｅｒｓｉｏｎ３ ２０１５ 年 ６ 月 １ 日～６ 月 ３０ 日

１０４ 家庭用繊維製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ３ ２０１５ 年 ６ 月 １ 日～６ 月 ３０ 日

１０５ 工業用繊維製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ３ ２０１５ 年 ６ 月 １ 日～６ 月 ３０ 日

２０１５ 年度以降に取り組む新規商品類型の選定結果について

２０１５ 年度以降に取り組む新規商品類型について、昨

年 １０ 月 １ 日から ３１ 日に新規商品類型提案の募集を行

いま し た。 寄せられた提案な らびに事務局から の提案

を踏まえ、エコマーク企画戦略委員会で審議した結果、

右記の案件を ２０１５ 年度以降に着手する新規商品類型

化の候補 と し て、 さ ら に継続検討する こ と と な り ま し

た。

●新規商品類型化の候補と し て継続検討とする案件

・ 再生材料を使用し た ラ ミ ネー ト 包装材 [既存商品類

型に追加を検討]

・ 太陽電池を使用し た製品 [既存商品類型の見直しの

中で検討]

認定基準の有効期限の延長

２０１６ 年 ３ 月までに有効期限を迎え る下記の商品類

型について、 ガイ ド ラ イ ンに従って見直し を行った結

果、 有効期限を延長し ま し た。 なお、 関係者と協議の

上、 必要に応じ て新 Ｖｅｒｓｉｏｎ 認定基準の策定や部分改

定を順次進める予定です。

類型番号 商品類型名 新 ・ 有効期限

１０６ 情報用紙 Ｖｅｒｓｉｏｎ３ ２０２１ 年 ４ 月 ３０ 日

１０７ 印刷用紙 Ｖｅｒｓｉｏｎ３ ２０２１ 年 ４ 月 ３０ 日

１０９ タ イル ・ ブロ ッ ク Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０２１ 年 ８ 月 ３１ 日

１１０ 生分解性潤滑油 Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０２０ 年 １ 月 ３１ 日

１１２ 文具 ・ 事務用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１８ 年 ８ 月 ３１ 日

１１３ 包装用紙 Ｖｅｒｓｉｏｎ３ ２０２１ 年 ４ 月 ３０ 日

１１４ 紙製の包装用材 Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０２１ 年 ６ 月 ３０ 日

１１９ パーソナルコ ンピ ュータ Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０１９ 年 ８ 月 ３１ 日

１２５ 生ごみ処理機 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２１ 年 ３ 月 ３１ 日

１２７ 消火器 Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０２２ 年 ３ 月 ３１ 日

１３０ 家具 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１９ 年 ６ 月 ３０ 日

１３５ 太陽電池を使用し た製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１９ 年 ３ 月 ３１ 日

１３６ リ ユース製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２１ 年 ８ 月 ３１ 日
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委員会報告

運営委員会 （第 ３４ 回）

　 第 ３４ 回運営委員会が ２０１５ 年 ３ 月 ２４ 日に開催され

ま し た。 議事内容は以下の とお り です。

〈議事内容〉

１．２０１４ 年度 （平成 ２６ 年度） エコマーク事業報告

２．２０１５ 年度 （平成 ２７ 年度） エコマーク事業計画およ

び予算（案） について

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/

ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｓｔｅｅｒｉｎｇ_ｄａｔａ/） をご覧く ださい。

基準審議委員会 （第 １６ 回、 第 １７ 回）

　 第 １６ 回基準審議委員会が ２０１５ 年 ３ 月 １８ 日に、 第

１７ 回基準審議委員会が ５ 月 ２２ 日に開催さ れま し た。

審議事項は以下の とお り です。

〈審議事項〉

１．エ コ マー ク 商品類型 （認定基準） 案について （Ｐ.５

参照）

２．エコマーク商品類型 （認定基準） の部分的な改定に

ついて （Ｐ.４ 参照）

３．認定基準の制定について （Ｐ.４ 参照）

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/

ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/） をご覧 く ださ

い。

ト ピッ クス

ＧＥＮ 役員会に出席しました

２０１５年４月２６日～２８日、 ス ウ ェーデン ・ マル メ に

て開催 さ れた世界エ コ ラ ベ リ ン グ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

（Ｇｌｏｂａｌ　Ｅｃｏｌａｂｅｌｌｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、 以下ＧＥＮ） の役員

会に出席し ま し た。 ＧＥＮ 会員規則の改定案や ＧＥＮ５

カ年計画などについて議論が行われたほか、 会計責任

者であ る エ コ マーク 事務局よ り ２０１４ 年 ＧＥＮ 会計報

告書案を提出し、 承認を受けま し た。 ２０１５年ＧＥＮ年

次総会は、 ２０１５年１０月２７日～３０日に香港にて開催

される予定です。

ノルディ ッ クスワンと 「画像機器」 の相互認証を開始しました

２０１５年４月２９日、 ノ ルデ ィ ッ ク ス ワ ンを運営する

北欧エコ ラベル委員会 と 「画像機器」 共通基準に関す

る覚書を締結し ま した。 ノルディ ッ ク スワン と は ２００２

年に複写機等で相互認証を開始し、 これまでに ６０ 機

種を超え る活用事例があ り ます。 こ のたび、 双方の複

写機等の基準が見直さ れたため、 改めて 「画像機器」

と し て共通基準の策定を進めま し た。 こ の覚書の締結

によ り 商品類型 Ｎｏ.１５５ 「複写機、 プ リ ン タ などの画

像機器」 において も相互認証の活用が期待されます。

ＧＥＮ 役員会参加メ ンバー

覚書締結の様子
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エコマークの普及啓発ツールを作成しまし た

　 エコマーク に対する認識向上や認定商品の普及促進

に活用いただける各種ツールを作成し ま し た。 いずれ

も エ コ マーク 事務局ウ ェブサ イ ト にて公開し てお り 、

閲覧や利用を し ていただ く こ と ができ ます。

■エコマーク ＰＲ 用動画

　 エ コ マーク を紹介する動画 「ＣＨＯＩＣＥ  エコ マーク

を選ぼ う ！」 を作成し ま し た。 商品のラ イ フサイ クル

を通じ た環境への影響を考慮する こ と の重要性、 ４ つ

の重点項目に基づ く 第三者認証の環境ラベルであ るエ

コマーク が果た し ている役割などについて、 約 ７ 分間

の動画によ り 、 わか り やす く 解説し ています。

「ＣＨＯＩＣＥ エコマーク を選ぼ う ！」 はエコマーク事

務局ウ ェブサイ ト （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ａｂｏｕｔ/

ｍｏｖｉｅ/） にてご覧いただけます。 また、 ご利用される

場合には、 エコマーク事務局までご連絡 く ださい。

■「企業活動におけるエコマーク認定取得の効果」

　 エコマーク認定取得の検討や、 物品調達においてエ

コ マー ク を活用する際に参考に し ていただけ る 資料

「企業活動におけ るエ コ マーク認定取得の効果 ―第三

者認定環境ラベルを通じ たグ リ ーン市場の開拓―」 を

作成し ま し た。

　 本資料は、 環境配慮商品をめぐ る法規制 ・ 施策や産

業界の取 り 組みの中でエコマーク がどのよ う に位置づ

け られているか、 そ し て、 企業の製品戦略やマーケテ

ィ ング戦略においてエコマーク がどのよ う に活用され

効果を生み出し ているかについて、 具体的な事例を踏

まえ紹介し ています。 エコマーク認定取得の検討、 社

内でのエコマーク の説明等における資料 と し て、 広 く

ご活用 く ださい。

　 本資料は下記にてダ ウ ン ロード いただけます。

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｐｄｆ/ｋｏｕｋａ2015.ｐｄｆ）
エコマーク ＰＲ 用動画 「ＣＨＯＩＣＥ  エコマーク を選ぼう！」

のスク リーンシ ョ ッ ト

日中韓 ３ カ国間の相互認証の対象に 「プロジェ ク タ」 が加わりました

２０１５年４月２８日、 ２９日、 中国 ・ 上海にて第１回日

中韓環境ビジネス円卓会議が開催されま し た。 ３ カ国

間の環境ビジネスの交流を目的に、 日中韓環境大臣会

合に併せて開催された本会議にて、 日中韓環境ラベル

間の 「プロ ジェ ク タ」 の共通基準の合意書が締結され

ま した。 この合意によ り、プロジェ ク タにおいて も ３ カ

国での相互認証を活用いただける こ と にな り ま し た。

調印式の様子

調査報告

エコマーク認知度調査を実施しました

　 エ コ マーク 事務局は、 ２０１５ 年 ３ 月にエ コ マーク 認

知度調査を実施し、 このたび調査結果を取 り ま と めま

し た。 一般消費者を対象に、 エコマーク の認知度、 イ

メ ージや消費意識、 期待度、 要望等について、 イ ン

ターネ ッ ト （電子 メ ールによ る調査協力依頼） によ り

調査を行いま し た （調査サンプル ： 全国の ２０ 歳以上

７０ 歳未満の男女 ５,２７４ 名）。 以下に調査結果の一部を

ご紹介し ます。
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エコマークは (公財)日本環境協会の登録商標です。

　 エ コ マーク 認知度調査報告書 （２０１５ 年 ３ 月） 全編

は、 エ コ マー ク 事務局ウ ェ ブサ イ ト （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ/

ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｐｄｆ/ｒｅｐｏｒｔ2015.ｐｄｆ） にてご覧いただけ

ます。

（１） エ コマークの認知状況

　 エ コ マー ク について、 「内容を詳 し く 知っ てい る

（人に説明でき る）」 と回答し た人は９.８％で、 「あ る程

度内容を知っている」 ４６.２％と あわせる と、 ５割を超

え る人が内容の理解を含めエコマーク を認知し ている

状況と なっています。 また、 エコマーク を 「見た こ と

があ る （内容は分か ら ない）」 と い う 回答は ３４.６ ％

で、 ９ 割を超え る人が何ら かのかたちでエコマーク に

対する認識を持っ てい る と いえ ます。 こ れ ら の数値

は、 他の主要な環境ラベル等と比べて も高い水準と な

っています。

（２） エ コマークに関する情報の発信

　 エコマーク が付いた商品に関する情報等に接し た機

会については、 「商品やパッ ケージへの表示」 が ５６.９

％と も多 く 、 次いで 「マス メ デ ィ ア （テレ ビ、 新聞、

ラ ジオ、 雑誌など）」 ３０.３％、 「書籍・教科書」 １０.０％、

「ウ ェ ブサ イ ト 」 ８.９ ％ と な っています。 ま た、 エ コ

マーク が消費者の信頼を得てい く ために、 よ り アピー

ルすべき方策については、 「情報公開の拡大／積極的

情報発信」 が ３３.４ ％と も多 く なっています。

　 これらの結果から、 エコマーク認定商品の拡充およ

び商品等への表示と と も に、 多様な媒体を通じ た情報

発信の充実によ り 、 エコマーク のさ ら な る認知度向上

と認定商品の購入促進につなげてい く こ と が重要であ

る と考え られます。

（３） 今後利用してみたいエコマーク商品、 サービス

　 現在エコマーク商品類型のない ものについて、 今後

エコマーク商品等ができ た場合の利用の意向を聞いた

と ころ、「洗剤」 ４３.９ ％に続いて、「照明 （蛍光ランプ、

器具）」 ３３.４ ％、 「エア コ ン」 ３０.０ ％、 「冷凍冷蔵庫」

２６.５％等の家電製品が上位に挙がってお り、生活の中

で使用頻度が高い商品、 省エネなど環境負荷低減と同

時に経済的効果が期待される商品について、 エコマー

ク表示を望む傾向が う かがえます。 また、 サービ ス分

野の項目は相対的に回答数が少な く 、 環境配慮や環境

ラベル表示と の関係に対する認識がまだ高 く ない状況

にあ る こ と が推察されます。

エコマークの認知状況
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 （上位 １０ 分野）


